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2歩から成り立つこのフィガーはLODに 面し

て入ることもできますが、ここでは一般的な壁斜
めに面して入る方法で学びましょう。

～右膝をゆるめてから～

1.左足 前進◎します。          Q
2.右足 横少し後ろにステップ。PPに  Q

なります。

ここに≪)気をつけましょう!

′まず 1歩目の足の位置を充分認識しましょう。「リ
ンク」と思うとどうしても左斜めにステップしてし

まう傾向が多く見られますが、それは既に次のプ
ロムす一ドに気持ちが行つてしまっているからで

す。もう 1歩ウォークする気持ちで入ると淀みの

ない、きれいなリンクになるでしょう。

′ 2歩目は横少し後ろです。右肩の下に置くつもり
で小さくステップします。“ガバ ッ"と幅広くス

テップするのは美しくありません。また、このス

テ ップ直後に右肩が出てラインを壊してしまう
ケースがたくさんあります。右肩は少し弓|く くら
いいがよいかもしれません。肘から肘までの線
(形)が変わらないようにし、ネックだけ左を向く

ようにしましょう。

【フットワーク】①H ②右足の IE。 この時左足は
Bの IEで床を押さえています。

【回 転 量】ありません。

プログレッシヴ・ リンク
(男性)

ステ,ブ   10 20
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2歩から成り立つこのフィガーはLODに 背面

して入ることもできますが、ここでは一般的な壁

斜めに背面して入る方法で学びましょう。

～左膝をゆるめてから～

1.右足 後退◎します。          Q
2.男性のPPの リードを感じながら左足  Q

を横少し後ろに小さくステップします。

ここにく少気をつけましょう!

′ 1歩目の後退はへつびり腰にならないようにしま

しょう。左肩の上に頭を乗せて後退する気持ちを

大事にしながら、右足を後退し、ボールで床を押さ

えてから回転しヒールを降ろします。

′ 2歩目は左足でピシヤッと床を捕らえます。それ

を可能にするには左足の歩幅を大きくしないこと

です。さらに、その前の右足ボールで回転を起こ

しておくことも大切です。PPになったとき顔が

男性の顔よりLOD後方にあるようにしましょう。

【フットワーク】①BH ②Bの lEで床を押さえた
後Hに。このB寺右足はBの IE。

【回 転 量】右に 1/4回転。
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